
令和３年度　桜区取組事業にかかるアンケート調査結果

問１　年齢について、ご回答ください。

問2　居住地等について、ご回答くださ
い。

問３　区の将来像である「三世代がつく
る元気なまち」の実現に向けて、区の主
な取組を区民の皆さんにご説明するた
め、令和3年度から「さいたま市桜区の
まちづくり」を作成しました。ご存じです
か。
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問4　令和３年度さいたま市桜区のまちづくり掲載の区事業について、知っている事業をご回答ください。（複数回答可）

知っている 認知割合
参加したこ
とがある 参加割合

42 37.8% 4 3.6%

46 41.4% 11 9.9%

27 24.3%

26 23.4%

20 18.0% 3 2.7%

9 8.1%

29 26.1% 2 1.8%

9 8.1% 1 0.9%

33 29.7% 8 7.2%

30 27.0% 7 6.3%

15 13.5% 2 1.8%

59 53.2% 35 31.5%

36 32.4% 9 8.1%

27 24.3% 5 4.5%

41 36.9% 23 20.7%

31 27.9% 7 6.3%

「区の花サクラソウ」の普及啓発

令和３年度さいたま市桜区のまちづくり掲載の区事業

魅力発見ウォーキング（駅からハイキング）

区役所周辺の緑化

道路等のパトロール
子育て家庭応援事業
きらきらシルバー講座
顔の見えるネットワーク会議
のびのびウォーキング
マイ・タイムライン作成講習会
避難所開設・運営訓練
交通安全啓発事業
桜区親子防犯教室
区民ふれあいまつり
桜みんなのコンサート（ロビーコンサート）

桜区クリーン活動
埼玉大学との連携
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ご協力ありがとうございました。

問５「さいたま市桜区のまちづくり」では、様々な事業を実施していますが、桜区の将来像である「三世代がつくる元気な
まち」を実現するためには、どのようなことが必要だと思いますか。ご自由にご記入ください。
※ご回答いただいた一部を掲載しています。

・SNSでの活用で、事業の実施について情報を若い世代に知ってもらう。

・空家対策、現役世代誘致、大型ショッピングモール誘致、交通網強化

・荒川及び鴨川に隣接しており、災害（水害）に強い街づくりが必要

・桜区で働いていますが、緑豊かな桜区が大好きです！ただ、現状、日中桜区で見かけるのはお年寄りか主婦か自営業者。働き世代は別の地
域に出かけているものと思われます。若者にとって、もっと魅力的な場、コミュニティスペース（公民館がそんな場になれば理想的だと思います
が）があったら良いと思います。また、地元での就職を検討できるような魅力的な職場づくり、魅力的な企業の誘致を行うのも良いかと思いま
す。いずれにしても大宮区在住者の私から見ても桜区はとても荒川、田園地帯、埼玉大学、区役所周辺とも、とても素敵なのでぜひ自信をもっ
てPRして行って欲しいです。

・三世代がつくる…とはいうものの、実際には世代間の生活はバラバラで、かつ世帯も異なるので、一緒に何かに向かってということはできない
状況だと思います。まずは、それぞれの世代が生活していくのに困らない状況ができ、余裕が出て初めて他世代とつながれるような気がしま
す。


